
2.補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

1.本図面は、既存資料及び現地測定をもとに作成した図面である。

注記
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設計条件補修一覧

路　　線　　名
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橋　　　　　長

桁　　　　　長

有効幅員/全幅員

斜　　　　　角

上 部 工 形 式

基　礎　形　式

適 用 示 方 書

交 差 物 件

架 設 年 次

設 計 活 荷 重

下 部 工 形 式

θ = 90°00' 00"

林道中荒沢線

27.300m

27.100m

26.500m

4.0m /5.2m

鋼単純鈑桁橋（耐候性）

逆T型橋台

直接基礎

TL-20

中荒沢川　支流

昭和55年

常時：100kg/m2設 計 雪 荷 重
積雪時：5m(300kg/m3)

平成1年

工　　種 施工箇所 対策内容

防護柵 鋼製車両用防護柵A種防護柵取替え工

河
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高欄平面図

高欄改良工事　L=27m

既設高欄撤去　L=17.6m

高欄設置　L=27.1m 

（既撤去済　L=9.5m）
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11@2000=220001300 1300 650

防護柵長 27112(3%ポスト区間)

既設防護柵撤去延長　17　550 撤去済み延長　9　550

650600 600

新設ポスト

新設ポスト 新設ポスト
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2.補修工事に当り、寸法等は再度現地検測を行って確認すること。

1.本図面は、既存資料及び現地測定をもとに作成した図面である。

注記

3.施工前に地覆の鉄筋探査を行い、アンカーボルト位置を確認すること。

　マクロセルを形成し基部材の鉄筋腐食を促進するような

項　　目

防錆材

鉄筋に対する付着強さ

処理部

未処理部

※未処理部の防せい率は、防せい材で処理することによって

7.8N/mm 以上

防せい率 50% 以上

耐アルカリ性

防せい率 -10% 以上※

　ものであってはならず、比較用ﾓﾙﾀﾙの発生率帆の防程度以下
　とし、発せい率で+10%以下（=防せい率で-10%以上）とした。

　　　　表面保護工法 設計施工指針（案）H17.4（土木学会）
※出典：コンクリートライブラリー

2

規準値

塗膜に異常が認められないこと

防せい性
試験

標準施工手順

1 下地処理 高圧洗浄などにより十分に清掃する。

含浸材塗布

4時間以上水に濡れないようにする。養生

2

3

4

下地乾燥 施工面は乾燥面とする。（表面含水率8％以下）

噴霧またはローラー刷毛塗りにより複数回に分けて行う。

工　　程

素地調整・下地処理

1

別途

別途
－

施工方法

表面含浸材含浸

シラン系
0.60

鉄筋腐食抑制型表面含浸工法の施工仕様例

標準使用量（L/m2）

施工面の乾燥 表面含水率8％以下

噴霧、ローラー刷毛塗り
(複数回に分けて施工)

工　　種 仕　　　様

材 料 表

主成分：アルキルアルコキシシラン

種別　：無色透明

消防法：第 4 類第２石油類

有効分：95％ 以上

表面含浸工 シラン系

表面含浸工

ポスト外周端面 S=1:1

R2以上(アンカー中心)

アンカーボルト移動可能寸法

（基本ピッチ）

（移動量） （移動量）

後側

前側

標準部

A A
(基本ピッチ)

(アンカー中心)

A-A(ベース図)

(後側)

（
基

本
ピ

ッ
チ

）

(前側)

（基本ピッチ）

橋梁用ビーム型防護柵 S=1:10
SK-3AF-85WS 同等品

（アンカー中心）

D13

端部(端部補強処理部)

※補強材は端部長500を超える箇所に使用。

φ120X8t

φ76.3X4.2t

(基本ピッチ)
M22X330（全ネジ）
(参考穿孔径:φ28)
(穿孔長:260)
注＞樹脂カプセルは防護柵材料外、
  穿孔径はメーカー仕様に合わせる事

M20X195（全ネジ）
   (参考穿孔径:φ24)
   (穿孔長:130)
注＞樹脂カプセルは防護柵材料外、
  穿孔径はメーカー仕様に合わせる事

3%勾配ポスト定着部

既設防護柵撤去図

側面図

平面図

断面図

既設コンクリートはつり

A=0.08m2

既設コンクリートはつり

既設コンクリートはつり

勾配部姿図 S=1:30

i%
i%

断面図 S=1:50

　1)既設防護柵を撤去する。

　2)既設ポスト周辺のコンクリートを30㎜はつる。

　3)アンカーボルトを切断し、ケレン及び防錆材の塗布を行う。

　4)無収縮モルタルによる断面修復を行う。

　5)再劣化対策のため表面含浸材を塗布する。

既設防護柵撤去施工要領

平面割付図 S=1:100
＜注記＞
・防護柵長およびポストピッチはアンカー中心位置での実長を示す。

A2

i=3%
A1

河川

材料表 (標準部ポストピッチ2m/10m当り)SK-3AF-85WS 同等品

M22X330(全ネジB,N,W,SW)

M20X195(全ネジB,N,W,SW)

60X80X2t

M12X40(B,W,SW)

φ89.1X2.8t

φ76.3X4.2tX300

φ120X8tX300

φ139.8X6.6t

836X195X300

M14X50(B,W,SW)

⑨樹脂アンカー用ボルト

⑩樹脂アンカー用ボルト

⑥レール受け金具

⑤継　　手

③レ　ー　ル

⑧止メボルト

④継　　手

②レ　ー　ル

①ポ　ス　ト

⑦止メボルト

防護柵長　　　　　　　　　L=　 27.112m

３％勾配ポスト区間　　　　L=　 27.112m

端部補強処理　　　　　　　2ケ所

ポスト総数量　　　　　　　16本

本

本

合　計

コ

m

m

本

本

本

本

本

515.9Kg

強度区分:8.8以上

SS400

強度区分:8.8以上

STKM13A

STK400

STK400

強度区分:6.8以上

STK400

SS400

ステンレス

1.11

0.52

0.12

5.96

2.24

0.06

6.63

21.70

20.63

0.09

10.0

10.0

10.0

40.0

19.950

9.975

10.0

5.0

5.0

20.0

11.1

5.2

1.2

22.4

118.9

2.4

33.2

216.5

103.2

1.8

名 　　称 寸　　　　法 材　　質 単　重 数　　量 重　　量

既設防護柵撤去延長　　　　L=　 17.550m（撤去済み延長　L=  9.550m）

注>現地確認のうえ、製作の事。

表面処理：溶融亜鉛めっき(JIS H 8641)仕上げ。

注>ポスト外周端面R面取り加工を施す。

注＞橋梁用ビーム型防護柵は(一社)全国高欄協会で認定された静荷重試験機により性能確認された製品とする。

既設コンクリートはつり　　　　　　　0.08m2×16ヶ所　　       A=1.28m2

地覆部表面含浸工（シラン系）　　　　0.60m×27.1m　　　　 　　A=16.3m2

無収縮モルタル埋戻し　　　　　　　　0.08m2×16ヶ所×0.03m　　V=0.04m3

項　　目

圧　縮　強　度 224N/mm 以上

無収縮モルタル品質

無収縮モルタル品質

※地覆コンクリートと同程度の圧縮基準強度を確保する。

ポスト板厚

R面取り加工
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割付基準      

φ120×8t×300

φ76.3×4.2t×300

割付基準      

26×71長孔

28×73長孔

4-M14×50

4-M12×40

4-M12×40

レール受け金具

既設鉄筋

キャップ

キャップ

補強材

補強材     

樹脂アンカー用ボルト（前側）樹脂アンカー用ボルト（後側）
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新設ベースプレート

既設ポスト

無収縮モルタル埋戻し

既設アンカーボルト切断位置

無収縮モルタル埋戻し

表面含浸工

新設ベースプレート

既設アンカーボルト切断位置

無収縮モルタル埋戻し

既設防護柵撤去
表面含浸工
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桁長 27100 (CL上) 100100

橋長 27300 (CL上)

11@2000=22000650 1300 1300 650 600600

防護柵長 27112(3%ポスト区間)

既設防護柵撤去延長　17550 撤去済み延長　9550

1300 1300 250250 12@2000=24000

既設ポストCL 端部補強処理 端部補強処理

表面含浸工

新設ポスト


